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綿ワラ給与区がやや多く摂取した。

5　1毎増体に要した飼料は，でⅠ）打では乾草給与

区ス02晩　稲ワラ給与区711吼　DC Pでは乾草給

与区0・94吟，稲ワラ給与区0．92毎であった。

4　と殺前体重に対する枝肉歩留は，乾草給与区で

は82．5多，稲ワラ給与区dまd解であった。

5　校肉規格は，乾草給与区は「中」1頭「上」5

晩　稲ワラ給与区は「極上」1頭「上」5頭で，脂肪

交雑は乾草給与区2．5，稲ワラ給与区は5．0で差が認

められた。

‘．鼠結石は試験中期以降，両区に陰毛結石として

発生が認められ，塩化アンモソを2遇ごとに50gr授

与した。

と殺解体時泌尿器内に結石は認められなかった。

日本短角種の発育と産肉能力

今村　照久・松川　　　正

（東　北　農　試）

1　ま　え　が　き

北東北5県と北海道に飼養されている日本短角種の

性能に関する報告は多く，一般に早熟で放牧適性の優

れた肉用種であるといわれている。しかしながら，い

かなる環境でその相対的な能力が最も効率的に発揮で

きるかに関する研究は比較的少ないので，栄養水準別

に木柱の性能を比較検討した。

2　試．韻　方　法

1　供試牛

岩手県下の農家で春季に生産され，家畜市場で購入

した生後‘カ月令の日本短角種の堆子牛を用い，いず

れも1カ月以上の予備飼育中に去勢を実施した。

2　武験1

材料牛は7－8カ月令去勢牛を用い，4，d頭を1

区の群飼いとし，濃厚飼料（肉牛検定5期）を体重の

0，D・5，0．8，1．0‰　自由横取（2．0）とし，粗飼料

はコーンサイレージ，オーチヤードグラス主体の乾牧

草を飽食させ，冬季14週間の増体状況を調べた。

5　試験2

第1蓑　発　　育　　表

8カ月令の去勢牛12頭を2区に分け，区別の群飼

いとし，A区は濃厚飼料（肉牛検定5期）を自由摂取

とし，8区は体重の前期（112日まで）1．0肇，後期

1．5多給与し，粗飼料は時期に応じて，コーンサイレ

ージ，オーチヤードグラス主体の乾，生牧草を飽食さ

せた。仕上がり時体重500曝（Ⅰ）および550時（Ⅱ）

程度になったとき，5頭あてと殺して，発育，飼料摂

取量，一肉皇および肉質を調べた。

5　試　験　結　果

1　試験の経過

濃厚飼料多給にもかかわらず，全期間中尿石症の発

生は観察なく．試験は順調に経過した。しかし試験2

のA区のうち1頭は右陰こうであったが，そのまま託

等針こ用い，結果からは除いた（ただし飼料摂取量のみ

は含めた）。

2　試験1

区別の増俸状況は第1表のとおりであった。

1日平均増体量に及ぼす開始時体重の影響はないの

で，そのまま分散分析すると区間に高い有意差が認め

られた。

給　　 与　　 量 0 ％ 0．5 0 ．8 1．0 自　　　　　 由

頚　　　　 数 4 頭 占 ． d d 4

開 始 時　 日　 令 2 5 9 日 2 5 2 2 1 0 2 5 5 2 5 0

開 始 時 体 重 2 0 °．5 ± 1 8．2 9 晦 2 0 鼠 7 ± 1 7 5 1 1 7 5，5 ± 1 5 ．2 5 2 5 5 ．7 ± 2 0 ．5 9 2 0 Z D 士 2 4 ．5 4

終 了 時 体 重 2 5 5 ．0 ± 2 占．5 9 毎 2 7 1．2 ± 2 4 ．2 8 2 5 4 ．2 十 5 鼠 2 1 5 5 2 ．8 ± 1 ス 1 5 5 5 0 8 十 5 9 8 5

、 日 平 均 増 体 重 0 ・4 2 士 0，0 9 時 0．5 5 十 0 ．0 7 0．7 0 十 0 ．2 7 0 ．8 9 十 0 ．1 5 1．1 0 十 0 1 4
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5・試験2

（1）増体状況

全期間中の1日平均増体量はA区1．25～1．17，平

均1．22吼　丑区1．08～D・75，平均0・88毎で，とく

にA区の体重は直線的に増大し，各供試牛個体の増俸

第2表　体　　重　　表

能力は十分発揮されたものと思われた。

開始時・1d軋　52遇の体重は第2表のとおりで，

52週における両区の体重に有意な差があったこと，

B区の変異が大きいことから，後期の増体を大きく抑

制するような濃厚飼料の制限給与は望ましくない。

区　　　　　 分 開　　 始　　 時 1 （～　 過 5 2　 週

A

平　　 均　　 値 2 5 8 ．8　 極 5 7 5．2 5 0 6．8

標　 準　 偏　 差 1 5 ．2 2 昭 1 1．8 4 1 1．0 8

変　 異　 係　 数 占．5 7 喀 5．1 7 2．1 8

B

平　　 均　　 値 2 5 7こ0　 吻 5 5 2．8 4 5 R S

標　 準　 偏　 差 1 4．8 7 J昭 1 7 1 5 5 4．占5

変　 異　 係　 数 占．2 8 解 5．1 5 7 8 8

（2）体各部の発育

開始後52週間の体各部測定値11部位の増加率を求

めると，第5表のとおりであった。

飼料飽食によって，体型は肋張り，体気　胸深が深

第5表　体各部の増加率　　（単位：多）

く，体幅に富むことが察知できる。とくに一般に成熟

の遅い後躯の諸部位の発育が良好であったのは，飼料

飽食による好ましい結果と考えられる。

区　 分 体　 高

　 t
十 字

部 高
体　 長 胸　 幅 胸　 探 靡 角 幅 鳥寛　 幅 坐 骨 幅 尻　 長 胸　 囲 管　 囲

A 1 1う、7 1 15．2 12 父1 1 4 R 8 1 5 0．4 15 8．2 1 24．7 1 5 1．5 12 5．9 1 55．1 1 14．5

B 1 12 5 1 12．4 1 2 1．8 1 5 5．1 12 4．5 1 5 1．1 1 28．9 1 2 R 8 1 20．5 12 8．5 1 14．6

（3）飼料摂取量

A区52週間の平均摂取量は濃厚飼料1887，サイ

レージ746，乾牧草507，生牧草1081極で，その

後4週間は濃厚飼料285，乾牧草82喝であった。一

方，B区40週間は濃厚飼料1195，サイレージ1252，

乾牧草845，生牧草2571時で，その後1占週間は濃

厚飼料7％，サイレージ469，乾牧草511Jgであった。

第4表　解　体　成　績　（単位：喝）

また，全期間中濃厚飼料と風乾粗飼料の摂取割合は

A区5：1，丑区1：1を示した。

（4）解体成績および肉質

飼養試験終了後，全牛と殺して2昼夜放冷後，左半

九について肉量および肉質を調べた結果は第4，5表

のとおりであった。

区　 分 と 殺 前 体 重

枝　 肉　 重　 量 ゴ ミ 皮

重　 量

左　　　　 半　　　　 九

温　 と　 体 冷　 と　 体 重　　 量 正　 肉　 量 骨　　 量 腎　　 脂

A　 I 5 0 4 、5 5 1 4 ，0 5 0 R D 1 6 1．2 1 5 4 ．5 1 2 8 ．7 2 0 ．2 三°

A　 Ⅱ 5 2 8 ．7 5 2 8 ．5 5 2 4 ．0 1 7 1．0 1 8 2 ．0 1 5 5 ．1 1 9 8 ス 5

丑　 Ⅰ 4 8 0 ．0 2 8 鼠 5 2 8 5 ．5 1 8 4 ．0 1 4 1．7 1 1 6．2 1 9 9 5 ．8

B　 Ⅱ 5 1 8．0 5 1 鼠 8 5 1 8 ．0 1 8 2 ．8 1 5 鼠 7 1 5 0 ．8 2 1．5 Z d
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第5表　枝　肉　成　績

区　　 分

と　　　 体　　　 外　　 観 肉　　　　　　　　　 質

格　　 付
均　　 称 肉　　 付 脂 肪 付 着 仕　　 上 脂 肪 交 雑 肉　　 色

関 の き め

し ま り
皆 野 昌

A　　 I 2．0 2．5 2 ．0 2 ．0 0 ．8 1．0 1．0 1．0 0 ．5

A　　 Ⅱ 1．7 1．7 1．7 2 ，0 1．5 1．0 1．0 2 ．0 1．0

B　　 I 1，7 2 ．0 1．0 5．0 0．5 1．0 1．0 1．0 0 ．5

B　　 Ⅱ 2．0 2．5 2 ．0 2 ．5 0．8 1．8 1．0 2 ．0 口．7

注．並0，中1，上2，極上5

枝肉歩留りは大差なく，枝肉の格付は概してAⅡ区

が良好であったが，濃厚飼料飽食によって皮下脂肪が

厚くなる傾向がみられた。

肥育度指数（体重：体高）とロース芯脂肪交雑との

間の関係は，相関係数0．81，相関比0．90で，甘分布

による相関の直線性の検定を行うと直線的な関係にあ

ると考えられる。すなわち，ロース芯脂肪交雑の良否

は牛の資質よりもむしろ肥育度と密接な関係にあるこ

とは興味のある点であろう。

4　む　　す　　び

濃厚飼料の自由摂取によって，日本短角種の発育速

度は良好となるが，逆に皮下脂肪の春着を促がす結果

となり，この脂肪の沈着様式は品種の特性とも考えら

れる。

このことから，制限給与で肥育期間を延長しても肉

質の改善，とくにロース芯脂肪交掛まあまり期待でき

ないと思われる。我が国における枝肉評価はロース芯

脂肪交雑の良否に強く支配されている現状からみて，

今後はこの品種の特性を考慮した肥育技術を確立する

とともに，日本短角種の肉質に応じた調理法を考える

ことも必要であろう。

粗飼料多給による日本短角種若令肥育牛の

と殺時期と産肉性に関する試験

－と体の構成について一

書林　明治・嶽　　　輩・石田　武男

（青森　県音　読）

戒の変化との関係について報告する。
1　ま　え　が　き

日本短角種の若令肥育牛では産肉性や肉質などから

みたと殺適期に不明な点が多い。本試験では粗飼料利

用能力が高い特性を持つといわれる本種について粗飼

料多給の肥育を行った場合のと殺適期について検討し

た。とくに本報ではそのうちのと殺時体重とと体の構

2　試．験　方　法

1　供試牛の概要　第1表に示す。

2　飼養方法　第2表に示す。

5　試験区　第5表に示す。


